
















































































































→ 保育実践A → 保育実践研究A → 保育実践B → 保育実践研究B → 
また，保育実践研究は，一般に次の三段階で行うものとされている。
1)保育実践を記録する。
2) その記録をもとに実践について分析・考察する。
3)実践の意義と問題点を明らかにして，今後の実践への知見を提起する。
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堀氏の保育実践研究は，これらの「目的」「サイクル」「段階」を通して行われ
る。具体的には第3章で，堀氏は自らが深く関わった堺市の保育所において，
1977年度から導入された研究指定園における保育実践研究を紹介・考察している。
そこでの問題意識と実践研究は，障害の子どももいる保育を充実していくために，
現在においても貴重な示唆を与えるものである。「堺市障害児保育実施概要 昭和
52年度」の中の「この一年間をふりかえって」には，次のように記されている。
「研究指定園は，土曜平常• 長時間保育という保育所の中では，幼稚園や学校・
専門施設のように研究時間を作り出せない面を考慮して，作り出された方式であ
る。従来，学問研究が大学を中心としてなされ子どもの実態にどこまで即しえて
いるのか，という疑問があった。一方，保育所においては子どもの実態にそった
実践をもちながらも，実践を抽象化し理論化する面に弱いところがあった。この
両者が相互提携することにより，新しい実践研究の場を作り出せないか，そして
その成果を保育所現場に広げられないか，という発想に基づいている。」
ここに記されているのは，まさに堀氏の保育実践研究と軌を一にするものであ
る。研究日は月 1回を原則とし，「障害児が参加している集団の保育内容をどう創
造していくか」を基本テーマに， 5年を一つの目標として各保育所の主体性のも
とに進められた。保育者自身が研究者の協力を得て，自らの保育実践を分析・考
察するこのような機会は，保育実践を高めていく上で貴重な機会となる。評者が
企画実施した保育士研修においても，基本的事項に関する講義とともに，事例検
討による研修が保育力を高める上で役に立ったという感想が多かった。
研究者が保育実践を分析・考察するのと同じように，保育者自身が自らの保育
実践を分析・考察することが重要である。ここに研究者と保育者の共同作業によ
る保育実践研究が成立するのである。
堀氏は保育実践研究の研究形態を，次の4つのタイプに分けている。
1)保育者が実践を行いながら同時に実践研究も行う場合。
2)保育者が実践し，研究者がそれを研究し，そのアドバイスをもとに保育者
が実践する場合。
3)実践研究を保育者と研究者が共同して行う場合。
4)保育実践にも研究者が参加しつつ，実践研究を共同で行う場合。
このいずれのタイプであっても，保育者自身の保育力が高まることは間違いな
く，ひいては障害のある子どももいる保育の充実につながる。 30年近く前にすで
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に堀氏とその関係者によって行われていたこのような保育実践研究における研究
者と保育者の共同作業は，今日においてもその必要性はきわめて高いと言える。
4. おわりに
学問的立場が違い，用いる専門用語も異なるものの，評者が読後に感じたこと
は，本書で論じられている保育実践研究の在り方や保育者との日々の保育実践研
究の基本にあるものに対して，評者も大いに共感を覚えるものであった，という
ことである。本書の中には，〈この子〉に真剣に向かい合い，一人ひとりを理解
し，一人ひとりに応じた手だてを見つけ出そうとする保育者と共にある研究者の
まなざしが溢れていた。
しかしながら，本書の最後の節「保育実践研究の方法論の構築をめざして」で
堀氏自ら，「自分の方法が他人にもなるほどと納得がいくような実践理論へとさら
に洗練させていきたいと考える」と記されているように，本書によっても「保育
実践研究の理論と方法論」が確立されたとは言い切れないようである。この数年
のうちに，堀氏の手による保育実践研究の理論と方法論が構築されることは，評
者だけでなく多くの保育実践研究者と保育者の願いであろう。
最後に，本書が「障害のある子どももいる保育実践研究の理論と方法論」の確
立に向けての一里塚となることを願って筆を置きたい。
堀 智晴著『保育実践研究の方法一障害のある子どもの保育に学ぶ一』
川島書店， 2004年， 2,500円
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